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FortiAnalyzer

主な機能と特長
	n セキュリティ ファブリックの 
分析：すべてのログを網羅する 
イベントの相関付けとリアルタイ
ム検知、および IOC（Indicators of 
Compromise：侵害指標）サービス 
と高度な脅威の検知を実現

	n フォーティネット セキュリティ ファ
ブリック統合： FortiGate NGFW、 
Fo r t iC l i en t、For t iSandbox、
FortiWeb、FortiMailなどとの統合
により、ネットワークの細部まで可
視化し、重要で実用的なインテリ 
ジェンスを提供

	n エンタープライズクラスの高可用性： 
地理的に分散する FortiAnalyzer
データベースの自動バックアップ
によって、ディザスタリカバリに
対応

	n セキュリティの自動化： REST API、
スクリプト、コネクタ、さらにオー
トメーションステッチ（ワークフ
ローの自動化）を活用して複雑さ
を解消し、迅速なセキュリティレ
スポンスと検知時間の短縮を実現

	n クォータ管理機能を備えたマルチ
テナントソリューション： 管理
ドメイン（ADOM）を活用して顧
客データを分離し、ドメインを管
理することで、効率的なオペレー
ションとコンプライアンスを実現

	n アプライアンス、VM、ホスティン
グ型、またはパブリッククラウド
の柔軟な導入オプションをサポー
ト。AWS、Azure、Google Cloud 
Platformをクラウドのアーカイブ
用 2次ストレージとして使用

DATA SHEET

セキュリティツール、人材、プロセスをオーケストレーションして、タスクやワークフローの
合理的な実行、インシデントの分析とレスポンスを実現し、脅威の検知、ケースの作成と調査、
減災とレスポンスに要する時間を直ちに短縮します。

ファブリックコネクタ、プレイブック、イベントハンドラーを使用してワークフローを自動化し、
アクションをトリガーすることで、ネットワークセキュリティチームが重要なアラートやイベン
ト、法規制やコンプライアンスの SLA（サービス品質保証）に対応する能力を向上させます。

脅威インテリジェンス、イベントの相関付け、監視、アラート、レポートを用いて、ネットワー
クセキュリティへの攻撃、脆弱性、潜在的なセキュリティ侵害に対する警告にリアルタイムで
対応し、戦術的なレスポンスと減災を迅速に行います。

FortiAnalyzerは、ログ管理、分析、レポート作成のための強力なプラッ
トフォームであり、オーケストレーション、オートメーション、レスポン
スを一元化することで、セキュリティオペレーションの簡素化、プロア
クティブなリスクの特定と修復、攻撃対象領域全体の完全な可視化を
実現します。

フォーティネット セキュリティ ファブリックと統合することで、高度な
脅威検知機能、一元化されたセキュリティ分析、完全なエンドツーエン
ドのセキュリティ態勢の認識と制御を実現します。これにより、セキュ
リティチームはセキュリティ侵害の発生前に脅威を特定して排除できる
ようになります。

クラウド仮想マシンアプライアンス

提供形態：
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ハイライト

インシデントの検知とレスポンス

NOC / SOCを一元的に可視化し、攻撃対象領域を把握

FortiSOCビューは、詳細なドリルダウン機能を備えた実用的なビュー、
通知とレポート、一元的な可視化とリスク認識を可能にする定義済み 
/ カスタマイズされたダッシュボードの形でリアルタイムのログと脅
威データを提供し、セキュリティオペレーションセンター（SOC）や
ネットワークオペレーションセンター（NOC）のチームによるネット
ワーク保護を支援します。アナリストは、FortiAnalyzerのワークフロー
の自動化を利用して、セキュリティオペレーションのオーケストレー
ション、脅威と脆弱性の管理、セキュリティインシデントへの対応を
簡素化したり、脅威追跡ビューでは SIEMにより正規化されたログか
ら異常や脅威を探し出してプロアクティブに調査したりできます。

セキュリティサービス

FortiSOCサブスクリプションを含めることで、機能強化されたアラー
ト監視とエスカレーション、組み込まれたインシデント管理ワークフ
ロー、コネクタ、および多数の FortiSOCプレイブックによって、イン
シデントレスポンスの自動化が強化されます。

FortiGuard IOC（Indicators of Compromise：侵害指標）サブスクリ
プションは、毎日 50万件もの IOCから得られるフォレンジックデー
タをセキュリティチームに提供します。これを FortiAnalyzer分析と
組み合わせて使用することで、ネットワークやオペレーションシステ
ムで観察された不審な使用や痕跡のうち、悪意のある感染や侵入であ
ると高い確度で判断されたものを特定し、脅威追跡のためのログの履
歴再スキャンを行います。

FortiAnalyzerのファブリックコネクタを介した FortiSOARへのイン
シデントデータのエクスポートをサポートするなど、FortiSOARとの
統合によって、インシデントのさらなる調査と脅威の根絶が可能にな
ります（API管理者の設定によって FortiSOARで有効化されます）。

プレイブックの自動化

FortiAnalyzerプレイブックは、インシデント対応を自動化することで、
組織のセキュリティチームの調査作業を簡素化し、リソースを解放し
てアナリストがより重要なタスクに注力できるようにします。

すぐに活用できるプレイブックテンプレートが提供されているため、
SOCアナリストはユースケースを迅速にカスタマイズすることができ
ます。プレイブックには、侵害されたホスト、感染、重大インシデン
トの調査、ファブリックビューのアセットとアイデンティティビュー
のデータ補強、マルウェアのブロック、C&Cの IPなどが含まれます。
セキュリティチームは、カスタムプロセスの定義、ビジュアルプレイ
ブックエディターでのプレイブックとタスクの編集、プレイブックモ
ニターを利用したタスク実行の詳細の確認、プレイブックのインポー
ト / エクスポート、他のセキュリティ ファブリックデバイス（FortiOS、
FortiClient EMSなど）とプレイブックの連携を可能にする内蔵コネク
タの使用が可能です。新しいコネクタのヘルスチェックは、コネクタ
が常時接続 し機能しているかどうかを確認する指標となります。

イベント管理

FortiAnalyzerのイベント管理機能（Event Manager）を利用すること
で、セキュリティチームはログのアラートやイベントの監視 / 管理が
可能になります。イベントは、アナリストが即座に対応できるように、
読みやすいフォーマットで処理され、相関付けされます。アナリスト
は、イベント監視機能（Event Monitor）を使用してアラートを調査す
ることができます。また、NOCおよび SOC向けの定義済み / カスタ
ムのイベントハンドラー（SD-WAN、VPN SSL、ワイヤレス、ネット
ワークオペレーション、FortiClientなどのハンドラーを含む）を使用し、
カスタマイズ可能なフィルターを適用してリアルタイム通知を生成し、
24時間体制の監視を実現できます。

インシデント管理

FortiSOCのインシデントコンポーネントによって、セキュリティオペ
レーションチームは影響を受けたアセット、エンドポイント、ユーザー
を表示するためにイベントから作成されたインシデントを使用して、
インシデント対応とライフサイクルを管理することができます。アナ
リストは、インシデントの割り当て、イベントの詳細 / インシデント
のタイムラインの表示とドリルダウン、分析コメントの追加、レポー
トとアーティファクトの添付、完全な監査履歴のためのプレイブック
実行の詳細の確認を行うことができます。
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セキュリティ ファブリック分析

分析とレポート

FortiAnalyzerのオートメーションドリブン分析とレポートは、ネット
ワークデバイス、システム、ユーザーを完全に可視化することで、セキュ
リティチームを支援します。

FortiAnalyzerは、リアルタイムイベントと過去イベントの分析に使用
される脅威インテリジェンスと相関付けされたログデータを提供しま
す。これにより、ネットワークアクティビティ、リスク、脆弱性、攻
撃の試み、オペレーションの異常、承認済 / 未承認のユーザーアクティ
ビティの継続的な監視、およびシャドー ITの調査の背景と重要性を理
解できるようになります。

FortiViewは、ボットネットや C&Cといったネットワークの脅威や
IOC（Indicators of Compromise：侵害指標）、主なネットワークト
ラフィックの送信元 / 送信先、主なアプリケーション / Webサイト / 
SaaS、VPNとシステムの情報、その他ファブリックデバイスのイン
テリジェンスなど、重要なアラートや情報をリアルタイムにマルチレ
ベルで表示し、概要を提供する包括的な監視ソリューションです。

Monitorsビューでは、オペレーションセンターの複数の画面に表示で
きるように設計された、カスタマイズ可能な NOC / SOCダッシュボー
ドとウィジェットをオペレーションチームに提供します。SD-WAN、
VPN、WiFi、送受信トラフィック、アプリケーションとWebサイト、
FortiSandbox検知、エンドポイントの脆弱性、ソフトウェアインベン
トリ、脅威、シャドー IT（監視サービス）、ファブリックの状態など、
事前定義されたダッシュボードのビューを介して、イベントをリアル
タイムで監視します。

アナリストは Log Viewを使用することで、検索フィルターを使った
管理対象デバイスのログの簡単な操作、ログのドリルダウン、フォー
マット処理されたログまたは未処理のログ、ログのインポート / エク
スポートのほか、カスタムビューの定義やロググループの作成が可能
となり、徹底的な調査を実行できます。

FortiSOCのライセンスがあれば、ファブリック ADOM内のデバイス
の正規化されたログの保存先となる SIEMデータベースが自動的に作
成されます。

シャドー IT監視サービスは、承認されていないデバイスやリソースの
使用状況、許可されていないアカウント、SaaSや IaaSの不正使用、
API統合、サードパーティアプリケーション、および個人アカウント
を使用して企業資産を管理する不正なユーザーなどを継続的に監視し
ます。

FortiGuardアウトブレイクアラートサービスでは、最新のマルウェア
と脅威を検知するためのリソースを含むコンテンツパッケージを自動
でダウンロードすることができます。これには、マルウェア拡散の概要
を示すビュー、マルウェアの仕組みを表すキルチェーンマッピング、ど
の FortiGate NGFWコンポーネントやサービスが脅威をブロックする 
かを説明する FortiGateカバレッジ、ファブリックセキュリティの保護 
機能をフル活用するためのファブリックカバレッジが含まれています。

アセットとアイデンティティ

FortiAnalyzerのアセットとアイデンティティの監視機能付きファブ
リックビューは、攻撃対象領域分析を含めて、ユーザーとデバイスの
完全な SOC可視化を提供します。また、アナリストは、ログやファブ
リックデバイスから収集した詳細な UEBA情報を、結果を絞り込むフィ
ルターやカスタムビューを使って表示および管理することができます。

アセットビューとアイデンティティビューでは、EMS、NAC、フォー
ティネット ファブリック エージェントとのテレメトリを通じて、相関
付けされたユーザーとデバイスの情報、脆弱性の検知、EMSのタグ付
け、資産の分類など、組織のエンドポイントやユーザーに対する高い
可視性をセキュリティチームに提供します。
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ハイライト

アナライザモードとコレクタモード

FortiAnalyzerには、アナライザモードとコレクタモードという 2つの
動作モードがあります。コレクタモードでの主なタスクは、接続デバ
イスからログを収集することとログのアーカイブです。この構成では、
大量のリソースを消費するログ受信タスクがコレクタにオフロードさ
れるため、アナライザは分析やレポート生成に集中することができ、
ログレートが増加している組織に多大なメリットをもたらします。

ネットワークオペレーションチームは、複数の FortiAnalyzerをコレ
クタモードとアナライザモードで導入して連携させることで、ログ受
信と増加したログボリュームの処理の総合的パフォーマンスが向上し
ます。これにより、ログの保存と冗長性が実現し、ネットワークと脅
威に関する重要な情報を迅速に届けることができます。

サードパーティ製品との統合を可能にするログ転送機能

1台の FortiAnalyzerユニットから、別の FortiAnalyzerユニット、
syslogサーバー、あるいは CEFサーバーにログを転送できます。ク
ライアントとなる FortiAnalyzerは、別のユニットやサーバーにログ
を転送するだけでなく、アーカイブされたログのデータポリシー設定
に基づいてログのローカルコピーも保持します。ネットワークデバイ
スから受信したログは、リアルタイム、またはほぼリアルタイムで転
送されます。

トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）暗号化

FortiAnalyzer Gシリーズは、暗号鍵の生成、保存、認証を TPMで実
行して物理ネットワークアプライアンスを堅牢化する専用のマイクロ
コントローラーモジュールを搭載しています。このハードウェアベー
スのセキュリティメカニズムが、悪意のあるソフトウェアやフィッシン
グ攻撃からユーザーを保護します。

クラウドサービス

FortiAnalyzer Cloud

FortiAnalyzer Cloudは、自動化 / 一元化された分析を実現する PaaS
ベースのデリバリーオプションをお客様に提供します。この簡単にア
クセスできるクラウドベースのソリューションでは、Fortinet NGFW
と SD-WANのログ管理、分析、レポート作成を実行できます。

FortiAnalyzer Cloudは、広範なレポートと監視を通じてネットワー
クアクティビティに関する信頼性の高い実用的インテリジェンスを提
供し、組織のセキュリティ態勢を明確で一貫性のある方法で可視化し 
ます。

FortiCloud Premiumサブスクリプションに加えて、FortiAnalyzer 
Cloud SOCaaSサブスクリプションを購入することで、FortiAnalyzer 
Cloudサービスを利用することが可能です。

FortiAnalyzer Cloudには FortiCloudのポータルからシングルサイン
オンで簡単にアクセスいただけます。

デプロイメント

FortiAnalyzerのデプロイ

FortiAnalyzerは、フォーティネット セキュリティ ファブリックにお
いて極めて重要な役割を果たしており、分析、バックアップ、ディザ
スタリカバリ、ストレージ、可用性、冗長性、さらにはイベントログ
が大量発生するネットワークのログ収集やログ転送など、あらゆる組
織のニーズを最適にサポートできるよう、さまざまな構成での導入が
可能です。

FortiAnalyzer HA（高可用性）

FortiAnalyzer HAはリアルタイムの冗長性を提供し、オペレーション
の継続的な可用性を確保することで組織を保護します。プライマリ（ア
クティブ）の FortiAnalyzerに障害が発生した場合には、セカンダリ
（パッシブ）の FortiAnalyzer（最大 4つのノードクラスタ）が直ちに
引き継ぎ、ログとデータの信頼性を提供し、単一障害点のリスクを排
除します。

柔軟なクォータ管理機能により、マルチテナントに対応

FortiAnalyzerは、複数のサブアカウントを管理する機能を備えてお
り、各アカウントにはそれぞれ管理者とユーザーが割り当てられてい
ます。管理ドメイン（ADOM）別に、時間に基づくログデータのアー
カイブおよび分析ポリシーを設定できるため、定義済みポリシーに基
づくクォータの自動管理が可能です。また、ポリシーの構成や使用状
況監視の指針となるトレンドグラフが提供されます。

FortiAnlayzerレポート

FortiAnalyzerには、60以上のレポートテンプレート、800以上の
データセット、750以上のチャートが用意されており、セキュア SD-
WAN、VPNモニタリング、脅威評価、360セキュリティレビュー、
状況認識、自己攻撃とリスク指標、帯域幅とアプリケーション、
FortiClient、FortiMail、FortiSandbox、FortiDeceptor、コンプライアン
スなどの多数のレポートをはじめとするサンプルレポートを併せてす
ぐに使用できます。

アナリストは、デバイス / サブネット / タイプ別のフィルターを使っ
て、ニーズに合ったレポートを簡単にカスタマイズ、複製、変更し、
対象となるステークホルダーに特定のビジネス指標を提供することが
できます。ピーク時以外にレポートが実行されるようにスケジュール
したり、オンデマンドで実行したり、通知用の出力プロファイルを定
義したり、PDF、HTML、CSV、XMLなどの柔軟な表示形式でレポー
トを配信することが可能です。
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FortiAnalyzer VM
FortiAnalyzer VM（仮想マシン）は、ハードウェアアプライアンスの仮
想版であり、数多くの仮想プラットフォーム上で動作して FortiAnalyzer
アプライアンスの最新機能をすべて提供するように設計されています。
FortiAnalyzer VMによって、ログの一元管理と分析ソリューションの
簡素化、ワークフローの自動化、NOCチームや SOCチームによる脅
威の特定と対応が可能になります。FortiAnalyzer VMは、サブスクリ
プションと永続ライセンスの両方で提供されます。

FortiAnalyzer VM Sシリーズ

FortiAnalyzer VM Sシリーズは、FortiAnalyzer VMの新しいサブスク
リプション型ライセンスモデルです。VM製品の SKUと FortiCareサ
ポートの SKUに加えて、IOCサービスと FortiAnalyzer SOCサービス
も 1つの SKUに統合されており、製品の購入、アップグレード、更新
が簡素化されます。

FortiAnalyzer VM Sシリーズを利用することで、組織はセキュリティ
イベント分析、フォレンジック分析、レポート、コンテンツアーカイ
ブ、データマイニング、悪意のあるファイルの隔離、脆弱性の評価な

どの機能を一元的に利用できるようになります。また、フォーティネッ
トやサードパーティ製のデバイスからの地理的、時間的に異なるセキュ
リティデータの収集、相関付け、分析の一元化によって、セキュリティ
態勢の簡素化された統合ビューが提供されます。

本サービスは、1日あたり 5 GB、50 GB、500 GBのログに対応する
積み上げ方式のライセンスであるため、一度に複数の SKUを購入する
ことで、組織のログ要件に応じた拡張性とコスト効率を実現します。

FortiAnalyzer VM

FortiAnalyzer VMは積み上げ方式のライセンスモデルで提供されて
おり、24時間 365日対応の FortiCareサポートや FortiGuard IOC
（Indicators of Compromise：侵害指標）のサブスクリプションライセン
スも個別に利用できます。

FortiAnalyzerハードウェアアプライアンスのソフトウェア版であるこ
のバージョンは、多くの仮想化プラットフォームで動作するように設
計されており、ご利用中の環境の拡張に伴って仮想ソリューションの
柔軟な拡張が可能です。

仮想マシン

FortiAnalyzer仮想アプライアンス  FortiAnalyzer VM-
GB1

FortiAnalyzer VM-
GB5

FortiAnalyzer VM-
GB25

FortiAnalyzer VM-
GB100

FortiAnalyzer VM-
GB500

FortiAnalyzer VM-
GB2000

システム性能

ログ処理 GB / 日 + 1 + 5 + 25 + 100 + 500 + 2,000

ストレージ容量 + 500 GB + 3 TB + 10 TB + 24 TB + 48 TB + 100 TB

管理デバイス数 / VDOM数（最大） 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

シャーシ管理 ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

仮想マシン

FortiGuard IOC（Indicators of Compromise：
侵害指標）サービス

⃝✓

SOCサブスクリプション ⃝✓

仮想マシン

サポートするハイパーバイザー 最新のハイパーバイザーのサポートは、FortiAnalyzerの各バージョンのリリースノートをご確認ください。 
https://docs.fortinet.com/product/fortianalyzer/ にアクセスし、一番下のセクションにある「Release Notes」に進み、  
「Product Integration and Support」→ 「FortiAnalyzer [version] support」→ 「Virtualization」よりご参照ください。

仮想 CPU数（最小 / 最大） 4 / 無制限

仮想 NIC枚数（最小 / 最大） 1 / 4

メモリ（最小 / 最大） 8 GB / 無制限（64-bitの場合）

技術仕様

* コレクタモードの場合は無制限

https://docs.fortinet.com/product/fortianalyzer/
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技術仕様

FortiAnalyzerアプライアンス FortiAnalyzer 150G FortiAnalyzer 300G FortiAnalyzer 800G

システム性能

ログ処理 GB / 日 25 100 200

分析用持続レート（ログ / 秒）* 500 2,000 4,000

コレクタ用持続レート（ログ / 秒）* 750 3,000 6,000

管理デバイス数 / VDOM数（最大） 50 180 800

最長分析日数 ** 90 50 50

オプション

FortiGuard IOC（Indicators of Compromise： 
侵害指標）サービス ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

SOCサブスクリプション ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

FortiGuardアウトブレイクアラートサービス ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

Enterprise Protectionバンドル ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

ハードウェアバンドル ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

ハードウェア仕様

形状（EIA規格およびその他の 19インチラック適合） デスクトップ ラックマウント（1 RU） ラックマウント（1 RU）

インタフェース 2 x GbE RJ45 4 x GbE RJ45 4 x GbE RJ45、2 x SFP

ストレージ容量 4 TB（2 × 2 TB） 8 TB（2 × 4 TB） 16 TB（4 × 4 TB）

利用可能なストレージ（RAID構成時） 2 TB 4 TB 8 TB

リムーバブル HDD ― ― ⃝✓

RAIDストレージ管理 （0、1） ○（0、1） ○（0、1、1s、5、5s、10）

RAIDタイプ ソフトウェア ソフトウェア ハードウェア 
（ホットスワップ対応）

デフォルト RAIDレベル 1 1 10

冗長電源（ホットスワップ対応） ― ― オプション

TPM暗号化 ― ― ⃝✓

サイズ

高さ x 幅 x 奥行 24.1 × 8.9 × 20.55 cm 4.4 × 43.8 × 41.6  cm 4.4 × 44.0 × 55.0  cm

重量 4.24 kg 10.2 kg 11.68 kg

動作環境

AC電源 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz

消費電力（平均 / 最大） 36 W / 43 W 90.1 W / 99 W 134 W / 174.2 W

放熱 147.4 BTU/h 337.8 BTU/h 594.4 BTU/h

動作温度 0 ～ 40 ºC 0 ～ 40 ºC 0 ～ 40 ºC

保管温度 -20 ～ 75 ºC -25 ～ 75 ºC -20 ～ 75 ºC

湿度 5 ～ 95 %（結露しないこと） 20 ～ 90%（結露しないこと） 5 ～ 95 %（結露しないこと）

動作高度 最高 2,250 m 最高 2,250 m 最高 2,250 m

準拠規格・認定

準拠規格 FCC Part 15 Class A、RCM、VCCI、CE、
UL / cUL、 CB

FCC Part 15 Class A、RCM、VCCI、CE、
BSMI、KC、 

UL / cUL、CB、GOST

FCC Part 15 Class A、RCM、VCCI、CE、
UL / cUL、 CB

* 持続レート：SQLデータベースおよびシステムのパフォーマンスを低下させることなく、最小で 48時間 FortiAnalyzerプラットフォームが維持可能なログメッセージレートの最大値。 
** ログを分析用持続レートで継続的に受信する場合に保持できる最大日数。平均ログレートが低いと保持日数は長くなります。
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技術仕様

FortiAnalyzerアプライアンス FortiAnalyzer 1000F FortiAnalyzer 3000G FortiAnalyzer 3500G FortiAnalyzer 3700G

システム性能

ログ処理 GB / 日 660 3,000 5,000 8,300

分析用持続レート（ログ / 秒）* 20,000 42,000 60,000 100,000

コレクタ用持続レート（ログ / 秒）* 30,000 60,000 90,000 150,000

管理デバイス数 / VDOM数（最大） 2,000 4,000 10,000 10.000

最長分析日数 ** 34 30 38 60

オプション

FortiGuard IOC（Indicators of Compromise： 
侵害指標）サービス ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

SOCサブスクリプション ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

FortiGuardアウトブレイクアラートサービス ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

Enterprise Protectionバンドル ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

ハードウェアバンドル ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

ハードウェア仕様

形状（EIA規格および 
その他の 19インチラック適合）

ラックマウント（2 RU） ラックマウント（3 RU） ラックマウント（4 RU） ラックマウント（4 RU）

インタフェース  2 × 10 GbE RJ45、 
2 × 10 GbE SFP+

2 x GbE RJ45、 
2 × 25 GbE SFP28

2 x GbE RJ45、 
2 × 25 GbE SFP28

2 × 10 GbE RJ45 + 
2 × 25 GbE SFP28

ストレージ容量 32 TB（8 × 4 TB） 64 TB（16 × 4TB） 96 TB（24 × 4 TB） 240 TB（60 × 4 TB） 3.5インチ HDD +  
19.2 TB（6 × 3.2 TB）NVMe SSD

利用可能なストレージ（RAID構成時） 24 TB 56 TB 80 TB 224 TB

リムーバブル HDD ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

RAIDストレージ管理 ○ 
（0、1、1s、5、5s、 
6、6s、10、50、60）

○ 
（0、1、1s、5、5s、 
6、6s、10、50、60）

○ 
（0、1、1s、5、5s、 
6、6s、10、50、60）

○ 
（0、1、1s、5、5s、 
6、6s、10、50、60）

RAIDタイプ ハードウェア 
（ホットスワップ対応）

ハードウェア 
（ホットスワップ対応）

ハードウェア 
（ホットスワップ対応）

ハードウェア 
（ホットスワップ対応）

デフォルト RAIDレベル 50 50 50 50

冗長電源（ホットスワップ対応） ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓ ⃝✓

TPM暗号化 ― ― ― ⃝✓

サイズ

高さ x 幅 x 奥行 8.9 × 43.7 × 65.0 cm 13.0 × 44.0 × 65.0 mm 17.8 × 43.7 × 66.0 mm 17.8 × 43.7 × 76.7 cm

重量 15.42 kg 30.15 kg 41.2 kg 53.5 kg

動作環境

AC電源 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz 100 ～ 127 V 以上 / 10 A、 
200 ～ 240 V 以上 / 5 A

100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz 2,000 W AC***

消費電力（平均 / 最大） 192.5 W / 275 W 385 W / 500 W 629.5 W / 677.3 W 850 W / 1423.4W

放熱 920 BTU/h 1350 BTU/h 2345.07 BTU/h 4858 BTU/h

動作温度 10 ～ 35 ºC 0 ～ 40 ºC 5 ～ 35 ºC 10 ～ 35 ºC

保管温度 -40 ～ 60 ºC -20 ～ 75 ºC -40 ～ 60 ºC -40 ～ 70 ºC

湿度 8 ～ 90%（結露しないこと） 5 ～ 95 %（結露しないこと） 8 ～ 90 %（結露しないこと） 8 ～ 90 %（結露しないこと）

動作高度 最高 2,250 m 最高 2,250 m 最高 2,250 m 最高 2,250 m

準拠規格・認定

準拠規格 FCC Part 15 Class A、RCM、 
VCCI、CE、UL / cUL、 CB

FCC Part 15 Class A、RCM、 
VCCI、CE、UL / cUL、 CB

FCC Part 15 Class A、RCM、 
VCCI、CE、UL / cUL、 CB

FCC Part 15 Class A、RCM、 
VCCI、CE、UL / cUL、CB

* 持続レート：SQLデータベースおよびシステムのパフォーマンスを低下させることなく、最小で 48時間 FortiAnalyzerプラットフォームが維持可能なログメッセージレートの最大値。
** ログを分析用持続レートで継続的に受信する場合に保持できる最大日数。平均ログレートが低いと保持日数は長くなります。
*** 200 V ～ 240 Vの電源に接続する必要があります。
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